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薬学部

• 卒業生総数－2万名余
• 東北地方の本学出身病院薬剤師 48.3％
• 癌研究所設置（昭和34年－私立薬科大学初）
現在は、「分子生体膜研究所」に改組

• 大学院設置（昭和37年－私立薬科大学初）
• 附属病院設置（平成25年－単科薬科大学初）

本学は、「われら真理の扉をひらかむ」という建学の精神の
もと、以下の三つの教育理念を掲げる（医学部も共通）

一、思いやりの心と高い倫理観を持ち、専門的な知識と

能力を兼ね備えた、社会に貢献できる人材を育成します

一、真理の探究を志し、自ら課題を求め自分の力で解決

できる人材を育成します

一、友情を育み、人間形成に努めるとともに、国際的視野

に立って活躍できる人材を育成します

附属病院

22診療科 466床
(H31年 600床）

薬学科（6年制 300名）
生命薬科学科（4年制 40名）
薬学研究科

昭和14年創立、77年間の医療人養成の実績

本学の教育理念
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ミッション：東北地方の復旧・復興の核となり、地
域医療を恒久的に支える医学部

東北医科薬科大学医学部の使命

１．地域医療に対する使命感を持った学生の入学

２．地域医療と災害医療に対応できる総合診療医を
養成する特色ある教育

３．卒業生の地域定着を促すための方策と医師派遣

４．本学薬学部の実績を生かした教育、疾患診断・薬
剤開発研究

５．被災地域の住民に対する健康管理や放射線被
ばくに関する情報提供・健康相談
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地
域
定
着

東北地方への地域定着

②修学資金枠
55名

一般枠
45名

①地域医療に
使命感と熱意を
持つ学生

入学試験

初
期
研
修
支
援

入 学

『ふるさと』の医療を支える
使命感と資質をもつ医師

③地域滞在型の地域医療教育

地域医療の提供体制
地域における多職種連携
地域医療の課題とニーズ
介護・在宅医療
地域住民との交流
総合診療実習（BSL）

地域医療
ネットワーク病院
（東北各県）

１年

２年

３年
４年
５年
６年

地域医療教育
サテライトセンター

災害・被災地医療

地域包括医療実習

地域医療教育の仕上げ
病院、診療所、薬局、訪問看護、介護老人施設、
行政等の現場で、保健、福祉、医療、介護等の
連携による包括医療を学ぶ（４週間）

６年間を通じた滞在型学習により、学習
の場⇒医師を目指して成長した場⇒新し
い『ふるさと』となることを目標とする

情報交換ウェブツールを用いた本学病院との
間の学習状況に関する情報の共有および交換

学部教育 卒後教育
３

入学定員100名
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援

東北医科薬科大学病院

④各県の研修システムと連携し
た総合診療医他のキャリア形成

情報交換ウェブツールを用いた
研修医・勤務医および研修病
院・勤務病院と本学病院との間
の情報の共有および交換

各県との緊密な連携
により実施 地域医療ネットワーク病院

各県の地域医療支援センター



修学資金制度による地域定着の促進

１．A方式修学資金制度

・6年間の学費3,400万円のう
ち3,000万円
・対象人数：３０人
・応募資格：全国

・義務：１０年間、宮城県知事
の指定する病院に勤務

２. B方式修学資金制度

・学費約1/2相当額（1,500万円）-本学が貸与
・東北５県の修学資金と組合せ2600-3000万円
・対象人数：２０人
・応募資格：全国
・義務：東北5県の修学資金制度の定める規定

※宮城県作成
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・対象人数：５人
・応募資格：全国
・義務：受け入れ病院に10年
間勤務

東北5県（宮城県を除く）

宮城県





１．本学医学部の使命に共感し、将来、東北地方の地域医療・
災害医療に従事して、地域住民の健康を支える使命感に燃
えた学生を求めています。

２．高度で専門的な知識と技能を兼ね備えながら、病める人と
その家族の思いに共感できる強い意志と柔らかな心を持っ
た医師をめざす学生を求めています。

３．高等学校で理科、数学、英語を十分に習得し、論理的に考
える姿勢と着実な学習習慣を身につけている学生を求めて
います。

7

アドミッション・ポリシー
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Ｈ２８年入学試験の結果



※各県未記載は在学生数０
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11(宮城）

2

5

7

651
51

14(東京）

8（神奈川）

3

1
2

422

3

1（大阪）

2

1

1

1

1

北海道 ５名
東北地方 ３１名
関東地方 ４０名
中部地方 １２名
近畿地方 ８名
中国地方 ２名
四国地方 １名
九州地方 １名

都道府県別
東北医科薬科大学医学部在学生数

一期生100名の内訳
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大学案内 Ｇｕｉｄｅ Ｂｏｏｋ 2017より



• 基礎医学教室（１２）
解剖学、生理学、神経科学、薬理学、病理学、医化学、微生物学、
免疫学、放射線基礎医学、医療管理学、衛生学・公衆衛生学、
法医学

• 臨床医学教室（２３）
内科学第一（呼吸・循環）、内科学第二（消化器・糖尿病）、内科学
第三（腎・内分泌・免疫）、地域医療学、老年神経内科学、腫瘍内
科学、精神科学、小児科学、外科学第一（肝胆膵・消化器）、外科
学第二（呼吸器）、外科学第三（乳腺・内分泌）、心臓血管外科学、
整形外科学、脳神経外科学、皮膚科学、眼科学、耳鼻咽喉科学、
産婦人科学、泌尿器科学、放射線医学、麻酔科、リハビリテーショ
ン学、救急・災害医療学

• 医学教育推進センター
• 病院設置部（専任教員配置）
薬剤部（薬剤部長は薬学部教授）、中央検査部、医療安全部、感
染制御部、手術部等
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設置した教室
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教員：基礎系教室教授
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教員：臨床系教室教授・診療科長等
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モデル・コア・カリキュラムの改訂
（H29年４月公表周知、H30年開始）

Ｈ３０版医師国家試験出題基準
（Ｈ２８年６月３０日公表）

医学教育分野別評価基準(医学教育の国際化）
• 学修成果基盤型教育＝outcome based
• 十分な実習期間 ７２週 ５４週
• 参加型臨床実習＝clinical clerkship

＊現在、改訂作業中
H28.10~11月
パブリックコメント

医学教育変革のながれ

CBT問題の改訂

Ｈ２８

Ｈ２９

Ｈ３０

整
合
性

Ｈ２９

Ｈ３０



本学教育カリキュラム
モデル・コア・カリキュラムを基に

特色ある地域医療教育で地域に根ざす総合診療医を養成
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医学教育の質の保証や医学・医療の
国際化への対応

低学年：少人数グループで1，2泊程度で
地域病院、介護施設等の医療現場訪問

高学年：地域臨床実習（2週間）、
地域包括医療実習（4週間）

 被災地に滞在し災害時の医療学習、
 被災後の住民の健康・ストレス対策、

 放射線に対する正しい知識（放射線施
設の見学等）

薬学の基礎知識を学習
本学薬学部の実績を活かした薬物動態、
相互作用、副作用について学習
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教育指導体制

教務委員会

委員長 大野 勲

委員 柴田 近

委員 古川 勝敏

委員 上条 桂樹

委員 河合 佳子

委員 目時 弘仁

委員 片平 美明

委員 太田 伸男

委員 藤井 喜充

委員 中村 晃

委員 中村 保宏

学生委員会

委員長 河合 佳子

委員 大野 勲

委員 神田 輝

委員 松坂 義哉

委員 森口 尚

委員 高木 徹也

組担任 西村 嘉晃

組担任 村上 任尚

組担任 上村 聡志

組担任 山田 千歩

医学教育推進
センター

センター長 大野 勲

委員 柴田 近

委員 古川 勝敏

委員 上条 桂樹

委員 河合 佳子

オブザーバ 亀岡 淳一
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1
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次

医
学
英
語

基礎教養
（大学基礎論、哲学、
法学、外国語等）

早期体験学習
医療安全学
医学概論
行動心理学等

参加型臨床実習

地域包括医療実習（滞在型：4週間）

地域総合診療実習（滞在型：2週間）

診療科臨床実習（附属病院、関連教育病院：６４週間）

臨床医学

基 礎 医 学

準備教育（基礎理科、情報科学）

課
題
研
究

症候学
患者安全
医療倫理学

総合診療学演習

統括講義

基本的診療技能
[共用試験]

医師国家試験卒業試験

臨床医
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僻地・被災地

医療体験学
習Ⅰ・Ⅱ
等

セ
ン
タ
ー

サ
テ
ラ
イ
ト

社会医学

介護・在宅医
療体験学習

地域医療学

介護・在宅
医療学

基礎ー臨床
統合演習

＜カリキュラムツリー＞



●放射線基礎医学

●放射線基礎医学体験学習

●救急・災害医療学

●被ばく医療演習

●救急・災害医療体験学習

災害医療地域医療

●高齢者医学

●僻地・被災地医療体験学習Ⅱ

●医療管理学

●介護在宅体験学習

●介護在宅医療学

●公衆衛生学

●僻地・被災地医療体験学習Ⅰ

●地域医療学

●チーム医療体験学習

●衛生学体験学習

●衛生学

●医療コミュニケーション学

●早期医療体験学習

充実したカリキュラムと
地域医療ネットワーク病院と連携した教育



1・2年次 基礎・教養科目に加えて、滞在型体験学習を実施



3～6年次 専門性を深めていき、4年次後半よりはじまる参加型臨床実習で
地域にふれあい、総合診療力を身につけます



福室キャンパス

１．研究棟（解剖実習棟 Ｈ２９年）
（研究棟Ｈ３０年）

２．新病院棟（１５０床程度-Ｈ３１年）
３．現病院棟（４６６床）

仙石線 陸前高砂駅
（仙台駅から17分）

近
藤
丘

病
院
長



医学部の教育研究棟を福室キャンパスに２０１８年春までに建設します。



地域医療ネットワーク

●

⑧

③ ②

⑥

⑤

なな

な

①

附属病院

宮城県

⑦

石巻サテライト

東北医科薬科大学病院
登米サテライト

登米地域医療教育
サテライトセンター

青森県立中央病院

八戸市立市民病院

岩手県立中央病院
岩手県立大船渡病院

大曲厚生医療センター
平鹿総合病院

山形市立病院済生館
公立置賜総合病院

白河厚生総合病院
いわき市立総合磐城共立病院

石巻地域医療教育
サテライトセンター

地域滞在型の地域医療学習を担う病院
ー地域医療ネットワーク病院

地域医療ネットワーク病院・サテライトセンター

仙台医療センター

東北労災病院

① 気仙沼市立病院（18診療科,451床）

② 南三陸病院（9診療科,90床）

③ 登米市民病院（15診療科,258床）

④ 栗原中央病院（16診療科、300床）

⑤ 大崎市民病院（40診療科,456床）

⑥ 石巻市立病院（6診療科,180病床）

⑦ 石巻赤十字病院（26診療科,452床）

⑧ みやぎ県南中核病院(23診療科,310床)

⑨ 公立刈田綜合病院（19診療科,308床）

関連教育病院

○
○

医師循環システム
６

（22診療科,548床）

(22診療科,466病床)

（32診療科,698床）

関連教育病院

（15診療科,258床）

（6診療科,180床）

石巻市立病院

⑨

④

H28.4.1開設



大学基礎論
• 各県当局からの県紹介・地域の特徴（3回）
• 自分を知る・人を知る・地域を知る
• 人間関係つくり（自己理解、他者理解、傾聴）
• 討論スキル１（私の対人関係図、マイ・マップ）
• 討論スキル２（グループ発表・報告・検討・質問）
• 指定図書から想像力や論理的思考能力を鍛え
る（2回）

• 訪問学習ー東北の人と生活・文化を知る
• 発表・討論



早期体験学習（１学年前期）
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東北医科薬科大学病院 宮城県立こども病院（小児医療） スズキ記念病院（女性医療）

たんぽぽクリニック（緩和医療）

保険調剤薬局

介護老人保健施設開業医師

仙台市医師会、仙台市薬剤師会の
全面協力のもとで実施

医療・薬剤・保健・介護など多職種が関与する
医療の現場を早期から見学・体験



高山樗牛瞑想の松

学生時代の友情のシンボル
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（昭和16年6月1日 記念碑建立式典）


